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添付資料３ 

3 月１５日の放出源は２号機 

平成 27 年 5 月 15 日 

    

福島第一原子力発電所の事故の分析に関する原子力安全・保安院の報告書、昨年８月に東

電が公開した進捗報告書などを精査した結果、NHK が３号機の５回目のベントで地元を汚染

したと言っていた事象は、物理的には起こりえない事象であることを確認するとともに、同

じ時間帯に発生した、２号機の原子炉から格納容器に多量の放射性物質が放出されたことが

原因である可能性が極めて高いことを確認しました。 

この根拠となるデータは、１５：２５に格納容器のなかの放射線量が急増した CAMS のデ

ータがあり、これと格納容器の中の圧力が急上昇したあと低下していく実測値も残っていま

す。モニタリングポストでの測定値は風向きの影響を受けますが、CAMS のデータと格納容

器内圧の実測値という確実な証拠から発生源を確認しました。 

 

我々の検討した結論として、NHK は３号機の５回目のベントだと主張し、イタリアの SIET

社の大型試験をして、また海洋大学の小規模な模擬性の無い実験をして一見尤もらしい番組

に仕上がっていましたが、実は、３／１５の午前中に格納容器が損傷した２号機で、午後に

原子炉圧力容器内の炉心溶融物から発生したヨウ素やセシウムが格納容器に多量に放出さ

れたものです。 

また、３号機で消防車の注水で影響があったのは、３／１３で、添付の資料の１ページ目 

の時系列事象を表した図のとおり、３／１５には、金属ジルコニウムは全く残っていなかっ

たことになります。 

 

 従って、３／１５の消防車による３号機の注水の寸劇などは完全に的外れとなり、既に金

属ジルコニウムが無い炉心に消防車から少量の水をかけて、水-ジルコニウム反応が原因で

炉心の損傷が進んだという炉心のメルトダウンの映像を流しているのですから、メルトダウ

ン５の番組は、ほとんど最初から終わりまで全編が実際に起こりえないということになりま

す。従って大げさな３次元 CG で示した３号機の炉心溶融は、３／１３に起こっていたこと

になり、エネ総工研の SAMPSON の解析は、２日もずれていて、現実と異なることになります。

NHK に反省を求めたいのは、一部の専門家だけの意見にもとづき、十分な学会レベルの確認

をしないで番組を構成していることです。 

（参考に過酷事故連鎖のまとめ、および東電進捗報告を次頁に示す） 
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